
とうきょう すくわくプログラム活動報告書 
 

                       クラス        ０歳 つぼみぐみ      

１ 活動テーマ 

＜テーマ＞ 

「木育」 

・木育活動を通して木の温もりに連れ、五感を育む 

 

＜テーマの理由＞（テーマに関する子どもの興味関心、園の特色など＞ 

普段から平和の森公園に出かけ、葉っぱや木の枝などの自然物に親しんでいる。木の温もりや感触を五感で

体験できるようにする。 

 

２ 活動スケジュール 

カンナ節プールやマキンバ、丸太の積み木に触れて遊ぶ 

 

３ 活動のために準備した素材や道具、環境の設定 

（活動のためにどのような環境を設定したか、準備した素材や道具） 

・カンナ節プール、マキンバ、丸太の積み木、木の玩具を室内に設定する（森と市庭より） 

 

4 探究活動の実践 

＜活動の内容＞ 

① 森と市庭の木育活動に参加し、木材や木の玩具に親しむ 

② カンナ節プールを体験して、木の香りや感触を楽しむ 

 

＜活動中の子どもの姿、声、子ども同士や保育者との関わり＞ 

（活動の内容、活動中みられた子どもの姿、保育者との関わり等） 

① かんな節のプールでは、かんな節プールの中に入る時に嫌がる子とはじめから興味を持って自分からか

んな節の感触を手で触れたり、匂いを嗅いだりし、五感を刺激し楽しんでいる子どもがいた。安心して

遊べるように抱っこで一緒に入ると手でかんな節に触れたり、かんな節プールの中を這い這いやつかま

り立ちをして遊ぶことが出来るようになった。 

② バチを使って色々な形のマキンバから様々な音が鳴ると興味を示し、手を伸ばい s手触ろうとする姿が

あった。保育者が手を添えて一緒に音をならして遊ぶと笑顔を見せていた。遊び方を見せる事で自らも

やってみようとする姿があった。 

③ 様々な大きさの丸太を使い、積み重ねたり、保育者が積んだ丸太を崩して遊んでいた。異年齢児が遊ん

でいる様子を見て真似し、丸太から出ている木の皮を剥いたり、打ち付けてなる音など楽しむ姿があっ

た。 

④ 木育活動後、夕方の自由遊びの中でかんな節プールを設置すると、自ら入り、木くずやかんな節をプー

ルから出し入れしたり、引きちぎろうとするなど前回とは違った遊び方をする姿があった。かんな節の

木の匂いを保育者が嗅いで見せると、少しずつ真似をして匂いを嗅いだり、触れて遊んでいた。 

 

 



５ 振り返り 

＜振り返りによって得た先生の気づき＞ 

・木に触れる機会が少ないため、今回のように木の玩具や木のぬくもりに触れる経験ができ、子ども達も五

感を使って遊ぶことが出来た。 

・普段と違う環境で戸惑ってしまう子どももいたが、異年齢児が遊んでいる様子を見て、少しずつ遊び方を

真似たり、一緒に木育体験をする経験ができるようになり良い機会となった。 

・異年齢児の遊ぶ様子を見ながら慣れてくると、保育者から離れて丸太の積み木で遊んだり、かんな節プー

ルの中に入り、木の匂いや温かみを感じながら遊ぶことが出来るようになった。 

・木育活動の後に保育活動の中でかんな節プールを取り入れると、かんな節の中に飛び込んだり、這い這い

や転がるなどダイナミックに遊ぶようになっていた。無垢な素材ではあるが、香りや感触で遊びこむことが

できていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１ 活動テーマ 

＜テーマ＞ 

「木育」 

① どんぐり拾いを楽しんだり、マラカスを作ってあそぼう 

② ドングリや落ち葉などの自然物に触れて、拾うことを楽しんだり、玩具を作って楽しむ 

 

 

＜テーマの理由＞（テーマに関する子どもの興味関心、園の特色など＞ 

・森と市庭の木育で木の玩具やかんな節に触れた事をきっかけに、日常的に戸外遊びでも木の幹やドングリ

や葉っぱなどの自然物へ興味が広がっている。探索バックを持って、自分でドングリや葉っぱを拾い集め、、

興味を深められるようにする。 

・拾ってきたドングリを使い、引っ張る玩具やドングリを入れたマラカスを製作し、戸外遊びで遊んだり、

発表会で楽器演奏をするなど秋の自然物を使って遊ぶ楽しさを味わえるようにする。 

 

２ 活動スケジュール 

① 戸外散歩中に探索バックを持参し、ドングリ拾いをする。 

② ドングリを容器に入れて玩具や楽器を作る。 

③ 戸外遊びに作った玩具を持って行き、広場で引っ張って遊ぶ。 

④ 発表会でドングリのマラカスを使い、楽器演奏を行う。 

 

３ 活動のために準備した素材や道具、環境の設定 

（活動のためにどのような環境を設定したか、準備した素材や道具） 

・ドングリ 

・ペットボトル 

・スズランテープ 

・ヤクルトの容器 

・探索バック 

 

４ 探求活動の実践 

＜活動の内容＞ 

① 探索バックを持ってドングリ探しをする。 

② 拾ったドングリを触ったり、観察したりする。 

③ ドングリをペットボトルに入れて引っ張る玩具を作る。 

④ ドングリをヤクルトの容器に入れる遊びをしながら、玩具を作る事を楽しむ。 

⑤ 戸外遊びの際に、ぺットボトルの引っ張る玩具を作り、持参して遊ぶ。 

⑥ 発表会で、ドングリの音が鳴るマラカスを使い、歌に合わせて楽器演奏をして楽しむ。 

 

＜活動中の子どもの姿、声、子ども同士や保育者との関わり＞ 

（活動の内容、活動中みられた子どもの姿、保育者との関わり等） 

① 平和の森公園に、ドングリが落ちているのを見つけ、保育者が「ドングリあったよ」と知らせると、周

囲にもたくさんドングリが落ちている事に気づいた。一人ずつ探索バックを手渡すと、バッグの中にク

ヌギやコナラのドングリ等大小様々なドングリを袋の中に入れ始めた。保育者が「これは大きいね」、



「これは小さくてかわいいドングリだね」と手の平に乗せて見せると、興味を持ってツンツンと指先で

触れ、ベンチの上に並べてみたり、探索バックに入れて持ち歩くなどしていた。 

② 拾ってきたクヌギのドングリをペットボトルに入れ、シール貼りをした。クヌギのドングリをペットボ

トルの容器に入れる際に、穴に入れる事や落ちる音がおもしろい様子で集中して取り組んでいる子ども

が多かった。 

③ 平和の森公園のグラウンドで製作したペットボトルに紐を付け、引っ張る玩具にした物を持参し遊ぶ。

歩行や這い這いで引っ張りながらガラガラと鳴る音を喜んでいる。その後も戸外遊びにペットボトルの

引っ張る玩具を持って行き、自ら玩具の入っている袋から取り出して遊び、楽しむ姿が見られた。 

④ 発表会では、「おもちゃのチャチャチャ」の音楽に合わせて楽器遊びを行う。日常の保育の中や遊びの中

で楽器遊びを行っていたため、上手にマラカスを振り、音やリズムを楽しんでいた。 

 

５ 振り返り 

 ＜振り返りによって得た先生の気づき＞ 

・自分用の探索バックを持つと、ドングリに気が付いて発見を喜んだり、拾った事を知らせる様子が見られ、

自分から気が付いて遊ぶ事で興味が広がっていた。 

・大きなクヌギのドングリを実際にペットボトルの容器に入れてポットン落としのように遊ぶ事で感触や

音を楽しみながら自然物への興味が広がったように感じる。 

・楽器を作るまでの過程や作った楽器を発表会で演奏する事でドングリの音を楽しんでいた。今後も戸外で

拾った自然物を使った玩具づくりや、製作に取り入れるなどし、自然を身近に感じ、親しんでいけるように

したい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１０月 22日 ドングリを使って楽器作り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               

 

 

 

 

 

 

12月 20日 発表会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１ 活動テーマ 

＜テーマ＞ 

・「トムテさんと遊ぼう」 

・様々な木の玩具で木の温もりに触れて遊ぼう 

 

＜テーマの理由＞（テーマに関する子どもの興味関心、園の特色など＞ 

・園の特色である木育の中で、様々な木製玩具に触れながら興味を広げて遊びを楽しむ 

２ 活動スケジュール 

トムテさんと遊ぼう 

 

３ 活動のために準備した素材や道具、環境の設定 

（活動のためにどのような環境を設定したか、準備した素材や道具） 

３階保育室の広いスペースに積み木や車等の様々な木製玩具を設置する 

 

４ 探求活動の実践 

＜活動の内容＞ 

木のぬくもりを感じながら、様々な種類の木の玩具を自ら選んで遊ぶ。 

・3階保育室に行くと、たくさんの木の玩具に目を輝かせ、普段場所見知りや人見知りをする子も、興味や

好奇心が勝り、積み木や木のハンドル、木の電車など無垢な感触に自発的に触れながら夢中で遊ぶ様子が見

られた。 

・トムテさんが作ったカプラの形に興味を持ち、自分も積み木を重ねたり、トムテさんのそばまで行き、作

る様子を静かにじっと見ていた。 

・保育者が遊び方を知らせたり、見せたりすると、真似して同じ遊び方をしてみたり、慣れてくると自分で

並べたり、積み上げたり様々な遊び方を楽しんでいた。 

・扉やスイッチ、水道の蛇口がついているしかけ扉では取り合う姿もみられたが、扉を開けてガラス面越し

に他児と顔を見合わせて笑い合ったりする姿もあった。自ら様々な木の玩具に触れ、木の温もりを感じ、創

造力を膨らませ遊び込むことができた時間だった。 

 

５ 振り返り 

 ＜振り返りによって得た先生の気づき＞ 

・トムテさんと遊ぼうでは、前期に森と市庭の木育活動に参加した時よりも、様々な木の玩具に興味を持ち、

積極的に手にして遊ぶ姿があった。トミカやプラレールなど、現実的な色や形の玩具に慣れ親しんでいる子

ども達が無垢な素材の玩具に夢中になって遊びこむことができていた。 

・積み木やカプラでも積み上げたり壊したり、遊びの中で見たり真似たり、一緒に遊ぶことで担任以外の保

育者や他児、異年齢児との交流を持つことができ良い刺激となっていた。 

 

・木の玩具の数が十分にあったこともあり、玩具の取り合い等もなく、落ち着いて最後まで遊びこむ姿がで

きていた。また、玩具の配置も子ども達が遊びを広げたり、遊びこめるように、構成遊び、手指を使った遊

びごっこ遊びなどに分けられ、自然と子ども達は木の玩具にのめりこんで遊んでいた。日々の保育の中でも

木の玩具を取り入れ、玩具の設定や環境も子ども達の興味や発達、遊びの発展が促されるように、また子ど

も達が木の温もりを感じながらで五感をはたらかせて遊ぶことが出来るよう環境を整えていきたい。 

 



 

１月 29日 トムテさんと遊ぼう 木育 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


